アンケートのお願い

「郷に入っては郷に従え」こう思って留学中に自分の期待や希望を（無意識にも）抑えつけていた経験はありませんか。

今年９月中旬にアントワープで開催されるEAIE (European Association for International Education) に「東と西の交流」というテーマのパネル・スピーカーとして参加することになり、アジアからの留学について語ることになりました。そこで、私個人の意見だけでなく、日本からのドイツ留学体験者の声をできるだけ広く伝えるいい機会だと思い、このアンケートを実施するに至りました。
留学生活を振り返り、下のアンケートに答えていただけませんか。自分の過去の体験と向き合うことによって、皆様にとっても意義のある調査協力になれば幸いです。
アンケートの返信は８月中旬までに、下のメールアドレスまでお願い致します。
学生の皆様には試験で忙しい時期だとは思いますが、ご協力宜しくお願いします。
テュービンゲン大学

アジア地域文化研究所日本学科

日本語専任講師

濵田朱美

 
        Akemi Hamada M.A.(J)
Abteilung für Japanologie
Asien-Orient-Institut
Eberhard Karls Universität Tübingen
Wilhelmstr. 90
72074 Tübingen
Germany
tel.: +49-(0)7071-2973991
fax: +49-(0)7071-551486
hamada@japanologie.uni-tuebingen.de
１）性別　（男性／女性）

２）留学した時期：大学　　　　年修了後、　　　　　（ヶ月／年）間

３）留学先の大学：　　　　　　　　　　大学

４）留学した時のドイツ語能力：(CEFR のA1-C2、または初級～上級で回答してください)

５）ドイツに留学した理由は何ですか。

６）５）で「ドイツ語を勉強しているから」と答えた人は、どうして英語や他のア

　　ジア言語ではなく、ドイツ語を勉強しようと思いましたか。

７）留学先の大学の窓口（留学生課など）で困ったことはありませんでしたか。

　　また、どのように応対してくれたら／どんなことをしてくれたら／どんな制度

　　があったらもっと留学生活がスムーズに送れたと思いますか。

８）（ドイツ語／正規の）授業に参加して、困難さを感じたことがありましたか。

　　また、その時どうしましたか。

９）英語圏ではないヨーロッパに留学するメリットは何だと思いますか。

１０）最後にドイツの大学に留学する側として望むことを自由に書いてください。

ご協力ありがとうございました！

　

